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2025年６月 19日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 マ ッ ク ハ ウ ス 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  石 野  孝 司 

 （コード番号 7603 東証スタンダード） 

問合せ先 取締役管理統括本部長 小林 大介 
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(開示事項の変更)新株予約権に係る資金使途の変更に関するお知らせ 

 

当社は、2025年６月 19日開催の臨時取締役会において、2025年６月 12日付「新株予約権に係る資金使途

の変更に関するお知らせ」で公表いたしました内容の一部を変更することを決議いたしましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 
 

１．資金使途変更の理由 

当社は、2025年１月 10日に公表いたしました第三者割当による第９回および第10回新株予約権の発行によ

り調達する資金について、当初は新規事業の開発（M&A・新規企業への投資）、設備投資および借入金返済資金

として充当することを予定しておりました。 

2025 年６月 12 日付で、暗号資産市場への投資を新たに資金使途に加え、一部変更する旨を開示いたしまし

たが、今般、事業環境および市場動向をもとに、設備投資に充当する金額について再検討を行いました。その

結果、当初設備投資に充当する予定であった 360 百万円のうち、300 百万円を、ビットコインをはじめとする

主要な暗号資産の購入資金に充当することを決定いたしました。 

急速に拡大する暗号資産市場は、引き続き中長期的に当社の企業価値向上に寄与する投資先であると判断し

ております。特に、ブロックチェーン技術およびビットコインを中心とした暗号資産の普及は、新たな経済活

動や収益源の創出に繋がる可能性を秘めております。 

当社は、この機会を捉え、当社の財務状況の健全性を維持しつつ、当初の新規事業開発資金および設備投資

資金の一部をビットコインをはじめとする主要な暗号資産の購入に充当することで、新たな収益源の確保と投

資ポートフォリオの多様化を図り、企業価値の最大化を目指してまいります。 

 

２．資金使途 

（１）当初計画 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

新規事業の開発（Ｍ＆Ａ・新規企業への投資） 800 2025年 3月～2028年 2月 

設備投資 360 2025年 3月～2028年 2月 

借入金返済資金 900 2025年 3月～2027年 8月 

合計 2,060  

 

 



2 
 

（２）2025年６月 12日開示 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

新規事業の開発（Ｍ＆Ａ・新規企業への投資） 300 2025年 3月～2028年 2月 

設備投資 360 2025年 3月～2028年 2月 

借入金返済資金 900 2025年 3月～2027年 8月 

ビットコイン、暗号資産購入資金 500 決定後速やか、または段階的に実施 

合計 2,060  

 

（３）今回の変更内容 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

新規事業の開発（Ｍ＆Ａ・新規企業への投資） 300 2025年 3月～2028年 2月 

設備投資 60 2025年 3月～2028年 2月 

借入金返済資金 900 2025年 3月～2027年 8月 

ビットコイン、暗号資産購入資金 800 決定後速やか、または段階的に実施 

合計 2,060  

 

３．変更が業績に与える影響 

本資金使途の変更は、短期的に当社の既存事業および新規事業の推進ペースに影響を与える可能性がありま

すが、中長期的には暗号資産への投資を通じて新たな収益機会を獲得し、企業価値の向上に貢献するものと考

えております。 

ただし、暗号資産の価格は非常に変動が大きく、投資元本を毀損するリスク、流動性リスク、サイバーセ

キュリティリスク、法規制の変更リスクなどが存在します。当社は、これらのリスクを十分に認識し、市場動

向を慎重に見極めながら、また、専門知識を有する外部アドバイザーの協力を得ながら、厳格なリスク管理体

制の下で投資を進めてまいります。現時点では、本件が当期業績に与える具体的な影響額は未定であり、今後

開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 

４．今後の見通し 

当社は、本資金使途変更を通じて、新たな成長戦略を推進し、多様な収益機会の追求と企業価値の最大化に

努めてまいります。 

 

 

以 上 


